
高潔至誠 質実剛健 協同自治

古河第一高等学校
茨城県立

古河警察署
●

古河三中●

古河第一
高等学校

至小山

至東京

至下妻

●

古
河
三
小

J
R
宇
都
宮
線 東

口

4

125

古
河
駅

茨城県立古河第一高等学校
〒306-0012  茨城県古河市旭町二丁目4番5号

TEL.0280‐32‐0434   FAX.0280‐31‐6601
http://www.koga1-h.ibk.ed.jp/ E-mail  ac-koho@koga1-h.ibk.ed.jp

※例年の日程で掲載しております。今年度に関しましては、学校HPよりご確認ください。

桐花祭 クラスマッチ

学校説明会

午前の部・午後の部  合計2部
野木エニスホール8/7㈮ 会 場

※詳細は本校ホームページでお知らせします。

学校公開
文化の日11/3㈫ 本校会 場

学校行事

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11月

12月

1月

2月

3月

・入学式　・対面式
・部活動紹介　
・創立記念日

・生徒総会

・クラスマッチ

・野球応援
・三者面談

・学校説明会

・桐花祭・体育祭
・修学旅行
・校外学習

・学校公開
・１００周年記念式典

・生徒会役員選挙
・ロードレース大会
・三者面談

・大学入学共通テスト
・探究発表会

・分野別
進路ガイダンス

・卒業式
・新卒生講話

■出身中学校別生徒数（4月21日現在）
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スクールカラー：薄紫色
校歌の一節「桐の花  薄紫に」より

出典：高校サッカー 第15号（日刊スポーツグラフ）

Welcome to 
　　　　 Koga1



学校概要

古河一高 100年のあゆみ

1. 創成期：地域商業の担い手として（1920年代～）
• 1926年（大正15年）： 「茨城県古河商業学校」として設立。
• 背景： 古河は古くから宿場町・商人の町として栄えていたた
め、地元の産業を支える専門人材の育成が急務でした。

• 戦時下： 戦時中の「教育ニ関スル戦時非常措置令」により、
一時期「工業学校」への転換を余儀なくされ、戦時下の苦難
の時代もありました。

2. 発展期：マンモス商業高校としての黄金時代
（1940年代～1970年代）

• 1949年（昭和24年）： 学制改革により「茨城県立古河第一高
等学校」に改称。

• 商業教育の拠点： 昭和中期から高度経済成長期にかけて、
県西地区を代表する商業高校として不動の地位を築きます。

• 部活動の隆盛： 特にサッカー部は全国的な強豪として知ら
れるようになり、1970年代後半から80年代にかけて全国高
校サッカー選手権大会で優勝を果たすなど、「古河一高」の
名を全国に轟かせました。

3. 変革期：普通科の設置と多様化
（1980年代～2010年代）

• 1984年（昭和59年）： 普通科2学級を新設。 商業の専門スキ
ルに加えて、大学進学を希望する生徒のニーズにも応える
「複合校」へと進化しました。
• 学科再編： 社会のIT化に合わせ、商業科の中に情報処理関
連のカリキュラムを強化。

4. 未来へ：創立100周年とこれからの100年（2026年）
• 現在： 商業科5クラス、普通科2クラスという構成で、「実学
の商業」と「探究の普通科」が共存するユニークな学校運営
を行っています。

• 100周年： これまでの卒業生は地元企業の経営者やプロス
ポーツ選手など多岐にわたり、地域・文化の中核となってい
ます。

茨城県立古河第一高等学校（古河一高）の100年は、
まさに「商業教育の伝統」と「時代のニーズへの対応」の歴史です。

項　目 昔（創立時～昭和） 今（100周年）
学科構成 男子中心の商業学校 男女共学・商業科＋普通科

学びの道具 そろばん・手書き帳簿 PC・タブレット・会計ソフト

目指す姿 有能な商人の育成 ビジネスリーダー＆多様な進路実現

変わらないもの 「至誠・剛健」の精神 地域から愛される伝統校の誇り

100年で変わったこと・変わらないこと

50周年

80周年

100周年

360°
パノラマツアー

KOGA FIRST HIGH SCHOOL
2027 SCHOOL GUIDE

古河一高は令和８年度、創立100周年を迎えました。

一世紀にわたる歩みを経て、現在の古河一高には、実学と

しての学びを追求する商業科、きめ細やかな少人数制授

業で進路希望を後押しする普通科、多様な生徒の学びを

支える定時制課程の３つの学びの場があります。そして、

その“強み”は、長く培った地域との絆、商業高校としての

伝統と矜持、伸びやかで活力あふれる生徒気質です。

３つの場で３つの強みを活かしながら、地域を支えその中

核となって活躍できる人財を育て続けています。

本校の学校教育推進の柱は次の５つです。

☆ 自ら課題を見つけ自ら解決する実践力の育成

☆ キャリア教育を通じて一人ひとりの夢を実現

☆ 豊かな心と規範意識の醸成

☆ 特別活動を通した人間力の向上

☆ 地域社会との協働による「開かれた学校」

そんな古河一高で、生徒一人一人が輝く学校行事、地域や

大学等と連携した探究活動、多くのチームが地区で「強豪」

といわれる部活動などをとおして幅広い「人間力」を身に

付け、変化する時代を生き抜く力を身につけましょう。

古河一高は皆さんの入学を待っています。

伝統の誇りを胸に、
　　　　次なる100年へ

学校長　有瀧 由起子

シーン

シーン

プライド

さあ、しるそう。

　古河一高100年の
歩みの先に

　　　　　　　　 
あなたの一歩を！

　茨城県立古河第一高等学校

は、商業に関する学科と普通科が

併設されていて、今年創立100周

年を迎えた伝統ある学校です。

　商業に関する学科は5クラスあ

り、多くの資格を取得することが

できます。2年生からは「流通ビジ

ネス科」「会計ビジネス科」「情報

ビジネス科」に分かれて好きな分

野を学ぶことができ、中には国家

資格であるITパスポートや日商簿

記に挑戦する生徒も多くいます。

　普通科は2クラスあり、1年生で基礎科目を学び、2年

生で文理選択をします。自らの進路実現に向けて、週2

回の平日課外と土曜課外に取り組んでいます。

　また、学校行事にはクラスマッチ・文化祭・体育祭（隔

年開催）・野球応援・ロードレースなどがあります。どの

行事も生徒が主体となって活動し、かけがえのない思

い出を作っています。

　さらに、放課後には多くの生徒が部活動に励んでい

ます。古河一高の部活動は運動部はもちろん、文化部

も関東大会や全国大会に出場するなど素晴らしい成

績を収めています。

　このように、勉強や学校行事、部活動など生徒が多

方面で活躍できることが古河一高の強みだと私は思い

ます。

　そして我が校は、今年創立100周年という節目の年

を迎えました。先代の方々が築き上げてきた伝統や精

神をしっかり受け継ぎ、未来へのさらなる発展に繋い

でいきたいです。みなさんも、この古河一高で私たちと

一緒に最高の青春を楽しみませんか？

在校生からのメッセージ

令和8年度
生徒会会長
若林  美桜
流通ビジネス科３年
（古河第一中）

  

古河一高
マスコットキャラクター
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学科編成

情報ビジネス科 「高度なパソコン・ITスキル」と「ビジネスの基礎知識」を身につけ、
これからのデジタル社会で活躍できる人材を目指す学科です。

　私は高校三年間、未知の領域へ挑戦し続

けることを意識して過ごしました。初めて

学ぶ商業科目は不安もありましたが、全員

が同じスタートラインにいる好機と捉え、

失敗を恐れず邁進しました。その結果、多

くの検定や国家資格を取得し、競技大会へ

の出場も大きな自信となりました。大学で

は高校で得た知識を土台に、プログラミン

グやデータサイエンスという新たな挑戦を

積み重ね、夢の実現に向けて努力を続けて

いきたいです。

東京電機大学
システムデザイン工学部
情報システム工学科　　

坂入  蓮士
令和７年度
情報ビジネス科卒業生

（結城南中） 

　主な特徴は次の３点です。
❶IT・パソコン系の資格に強い
　　WordやExcelなどの実務的なパソコンスキルの検定はもちろ
ん、国家資格である「ITパスポート」や「基本情報技術者試験」な
ど、IT業界でも通用するレベルの高い資格取得を目指せます。
❷IT業界や一般事務への就職に有利
　　プログラミングやデータ処理など、今の時代にどの企業でも
求められるITスキルを高校生のうちから身につけるため、システ
ムエンジニア（SE）の卵としてIT企業へ就職したり、パソコンに強
い事務職として就職したりするのに有利です。
❸情報系・経済系の大学や専門学校に進学しやすい
　　取得したIT系の資格や商業系の推薦枠を利用して、大学の「情
報学部」や「商学部」、またはIT系の専門学校へ進学する道も大き
く開かれています。
　「IT・パソコンスキル」と「ビジネスの知識」という、現代のどんな
仕事でも重宝される最強のツールを使いこなせるようになるのが、
情報ビジネス科の最大の魅力です。

●基本情報技術者試験合格
　（国家資格）

●アプリケーション開発（課題研究）

KOGA FIRST HIGH SCHOOL
2027 SCHOOL GUIDE

進学から就職まで幅広い進路に対応した学科

■商業に関する学科カリキュラム

流通 会計 情報

流通 会計 情報

●商業の基礎科目を学習し、基礎基本の定着を目指します。
●資格取得を目標にし、適切な学習習慣の確立を目指します。
取得できる資格

・全商簿記実務検定２級　・全商情報処理検定２級ビジネス情報
・全商ビジネス計算実務検定１級　・全商商業経済検定２級

1年生1年生 全クラス共通の「ビジネス基礎」「簿記」「情報処理」の
3科目を学ぶ。　　　

3年生3年生 1・2年生で習得してきた基礎基本を活かし、さらなる
上級資格の取得と進路実現に向け実践的に学ぶ。

●総合的な科目により、ビジネスマナーの習得
やコミュニケーション能力の育成を図ります。
さらに「課題研究」等を通して、上級資格への
チャレンジや、商品開発・販売実習、Webアプ
リ作成など、最終学年としてそれぞれの分野
で専門性をより深めます。

社会に出て必要なマナー（言葉遣い・挨拶・礼
儀）やビジネスの知識と技能（ビジネス探究能
力・会計情報活用能力・情報処理活用能力）を
身に付けます。また、各分野のスペシャリストを
目指して、学習をします。

商業に関する学科で何を学ぶの？
★自分の夢を叶えたい人
★ビジネスの基礎基本を身に付け実社会で活躍したい人
★高校生活で目標を持って、活動していきたい人
★商品の流通や商品開発等に興味がある人 

商業に関する学科に向いている人は？

高度な取得資格を活かし進学・就職を目指した教育
商業に関する学科

●3つの学科の特徴を活かして、進路実現に必要な資格取得を目指します。

2年生2年生 流通ビジネス科・会計ビジネス科・情報ビジネス科の
3つの学科から選択し、さらに専門性を深める。　

取得できる資格

流通ビジネス科 ・全商簿記実務検定１級 ・全商ビジネス文書実務検定１級・全商商業経済検定１級 ・全商情報処理検定１級ビジネス情報

会計ビジネス科 ・日商簿記検定２級 ・全商簿記実務検定１級・全商財務諸表分析検定　・全商情報処理検定１級ビジネス情報

情報ビジネス科 ・全商情報処理検定１級ビジネス情報・全商簿記実務検定１級　・全商情報処理検定１級プログラミング ・経済産業省ITパスポート試験

●全国商業高等学校協会主催
　検定試験１級三種目以上合格者 36名

商業学科実績

●基本情報技術者試験合格　　１名
●ＩＴパスポート試験合格  　　５名
●日商簿記検定２級合格　　　12名
●全国高等学校ビジネス計算競技大会 
　珠算競技個人出場　　
　電卓競技個人種目別応用計算競技
　佳良賞入賞（全国18位）

●全国高等学校情報処理競技大会
　個人の部出場
●茨城県高等学校情報処理競技大会
　ビジネス情報部門  団体優勝

●全国高等学校簿記競技大会 
　個人の部出場

令和7年度卒業生

商業科目のスタートラインは
全員同じです。

新たな挑戦をしてみませんか？

  

流通ビジネス科 「モノが作られてから消費者に届くまでの流れ（流通）」をトータルで学ぶ学科です。
単なる事務作業の練習ではなく、マーケティングや経済の仕組みなど、より「攻め」のビジネスを学ぶ学科です。

　私は「文武両道」を掲げ、商業の学びと部

活動に打ち込みました。初めて触れる商業

科目では、資格取得や実践を通じ、社会で

役立つ専門知識を習得しました。また、指

定校推薦での進学を目標に、徹底した体調

管理と日々の授業への注力により、高い評

定平均を維持しました。部活動ではバレー

ボール部部長として、組織をまとめる難し

さを乗り越え、精神的に大きく成長しまし

た。粘り強い努力の結果、第一志望合格を

勝ち取りました。

流通経済大学 
共創社会学部　

飯村  茉央
令和７年度
流通ビジネス科卒業生

（総和中） 

　 主な特徴は次の３点です。
❶「売るための工夫」や「マーケティング」が学べる
　　「どうすればこの商品がお客様に買ってもら
えるか？」という商売の面白さを、広告の出し方
やお店の陳列方法などの視点から実践的に学
べます。
❷実践的な授業（商品開発や販売実習）が多い
　　地元の企業と協力して商品開発をしたり、地
域のイベントで実際に商品を仕入れて販売した
りと、座学だけでなく体験型の楽しい授業が多
いのが大きな強みです。
❸コミュニケーション能力とマナーが身につく
　　接客や販売の基礎を徹底的に学ぶため、正し
い敬語、挨拶、電話応対など、社会に出てすぐに
役立つ「対人スキル」と「ビジネスマナー」が鍛え
られます。
　これらの学習活動を通し、「どうすればヒット商
品が生まれるか？」「効率よく届けるには？」を考
える、非常にクリエイティブでダイナミックな学科
です。将来、自分でビジネスを立ち上げたい（起業
したい）と考えている人にとっても、非常に面白い
学びがある場所です。

●ラーメン店との企業連携により、
　商品開発・販売実習　〈流通ビジネス科2年生〉

●古河市イベント「出城ノモリ」参加
　商品開発（さつまいもパン、キャロットパン）と
　販売実習　〈流通ビジネス科３年生〉

会計ビジネス科 「会社のお金を管理するスキル」と「パソコンのスキル」を身につけ、
社会の即戦力になることを目指す学科です。

　私は商業の学びと書道部に魅力を感じ、

古河一高に入学しました。初めての商業科

目では、友人と切磋琢磨しながら全商ビジ

ネス計算実務検定1級等の資格を取得し、

小中学校事務職員という公務員（小中学校

事務職員）になるという夢を叶えました。ま

た、書道部では高い目標を掲げ、書道パ

フォーマンスや県総文入選、全大会での入

賞を果たしました。仲間と全力で挑戦でき

る環境があったからこそ、将来の糧となる

貴重な経験を積むことができました。

茨城県小中学校
事務職員

稲葉  結愛
令和７年度
会計ビジネス科卒業生

（結城中） 

　主な特徴は次の３点です。
❶「簿記（ぼき）」や「情報処理（パソコン）」などの実用的な資格を
たくさん取得できる
　　特に「日商簿記検定」など、社会人になっても役立つ強力な資
格に挑戦できるのが強みです。
❷「事務職」や「経理」での就職にとても強い
　　高校生のうちから即戦力となるスキル（お金の計算やパソコン
操作）を身につけるため、企業の事務職や銀行・信用金庫などへ
の就職に有利です。
❸推薦での「大学進学」も目指せる
　　就職だけでなく、取得した資格や商業科ならではの推薦枠（指
定校推薦や商業科推薦）を使って、大学の経済学部や商学部へ
進学する人もたくさんいます。
　「お金の計算（簿記）」と「パソコン（情報処理）」という、どんな会
社に行っても必ず役立つ2つの武器を手に入れられるのが会計ビジ
ネス科の最大の魅力です。

●現役高校生全経簿記検定
　上級合格

●本校OB公認会計士による授業



学科編成

情報ビジネス科 「高度なパソコン・ITスキル」と「ビジネスの基礎知識」を身につけ、
これからのデジタル社会で活躍できる人材を目指す学科です。

　私は高校三年間、未知の領域へ挑戦し続

けることを意識して過ごしました。初めて

学ぶ商業科目は不安もありましたが、全員

が同じスタートラインにいる好機と捉え、

失敗を恐れず邁進しました。その結果、多

くの検定や国家資格を取得し、競技大会へ

の出場も大きな自信となりました。大学で

は高校で得た知識を土台に、プログラミン

グやデータサイエンスという新たな挑戦を

積み重ね、夢の実現に向けて努力を続けて

いきたいです。

東京電機大学
システムデザイン工学部
情報システム工学科　　

坂入  蓮士
令和７年度
情報ビジネス科卒業生

（結城南中） 

　主な特徴は次の３点です。
❶IT・パソコン系の資格に強い
　　WordやExcelなどの実務的なパソコンスキルの検定はもちろ
ん、国家資格である「ITパスポート」や「基本情報技術者試験」な
ど、IT業界でも通用するレベルの高い資格取得を目指せます。
❷IT業界や一般事務への就職に有利
　　プログラミングやデータ処理など、今の時代にどの企業でも
求められるITスキルを高校生のうちから身につけるため、システ
ムエンジニア（SE）の卵としてIT企業へ就職したり、パソコンに強
い事務職として就職したりするのに有利です。
❸情報系・経済系の大学や専門学校に進学しやすい
　　取得したIT系の資格や商業系の推薦枠を利用して、大学の「情
報学部」や「商学部」、またはIT系の専門学校へ進学する道も大き
く開かれています。
　「IT・パソコンスキル」と「ビジネスの知識」という、現代のどんな
仕事でも重宝される最強のツールを使いこなせるようになるのが、
情報ビジネス科の最大の魅力です。

●基本情報技術者試験合格
　（国家資格）

●アプリケーション開発（課題研究）

KOGA FIRST HIGH SCHOOL
2027 SCHOOL GUIDE

進学から就職まで幅広い進路に対応した学科

■商業に関する学科カリキュラム

流通 会計 情報

流通 会計 情報

●商業の基礎科目を学習し、基礎基本の定着を目指します。
●資格取得を目標にし、適切な学習習慣の確立を目指します。
取得できる資格

・全商簿記実務検定２級　・全商情報処理検定２級ビジネス情報
・全商ビジネス計算実務検定１級　・全商商業経済検定２級

1年生1年生 全クラス共通の「ビジネス基礎」「簿記」「情報処理」の
3科目を学ぶ。　　　

3年生3年生 1・2年生で習得してきた基礎基本を活かし、さらなる
上級資格の取得と進路実現に向け実践的に学ぶ。

●総合的な科目により、ビジネスマナーの習得
やコミュニケーション能力の育成を図ります。
さらに「課題研究」等を通して、上級資格への
チャレンジや、商品開発・販売実習、Webアプ
リ作成など、最終学年としてそれぞれの分野
で専門性をより深めます。

社会に出て必要なマナー（言葉遣い・挨拶・礼
儀）やビジネスの知識と技能（ビジネス探究能
力・会計情報活用能力・情報処理活用能力）を
身に付けます。また、各分野のスペシャリストを
目指して、学習をします。

商業に関する学科で何を学ぶの？
★自分の夢を叶えたい人
★ビジネスの基礎基本を身に付け実社会で活躍したい人
★高校生活で目標を持って、活動していきたい人
★商品の流通や商品開発等に興味がある人 

商業に関する学科に向いている人は？

高度な取得資格を活かし進学・就職を目指した教育
商業に関する学科

●3つの学科の特徴を活かして、進路実現に必要な資格取得を目指します。

2年生2年生 流通ビジネス科・会計ビジネス科・情報ビジネス科の
3つの学科から選択し、さらに専門性を深める。　

取得できる資格

流通ビジネス科 ・全商簿記実務検定１級 ・全商ビジネス文書実務検定１級・全商商業経済検定１級 ・全商情報処理検定１級ビジネス情報

会計ビジネス科 ・日商簿記検定２級 ・全商簿記実務検定１級・全商財務諸表分析検定　・全商情報処理検定１級ビジネス情報

情報ビジネス科 ・全商情報処理検定１級ビジネス情報・全商簿記実務検定１級　・全商情報処理検定１級プログラミング ・経済産業省ITパスポート試験

●全国商業高等学校協会主催
　検定試験１級三種目以上合格者 36名

商業学科実績

●基本情報技術者試験合格　　１名
●ＩＴパスポート試験合格  　　５名
●日商簿記検定２級合格　　　12名
●全国高等学校ビジネス計算競技大会 
　珠算競技個人出場　　
　電卓競技個人種目別応用計算競技
　佳良賞入賞（全国18位）

●全国高等学校情報処理競技大会
　個人の部出場
●茨城県高等学校情報処理競技大会
　ビジネス情報部門  団体優勝

●全国高等学校簿記競技大会 
　個人の部出場

令和7年度卒業生

商業科目のスタートラインは
全員同じです。

新たな挑戦をしてみませんか？

  

流通ビジネス科 「モノが作られてから消費者に届くまでの流れ（流通）」をトータルで学ぶ学科です。
単なる事務作業の練習ではなく、マーケティングや経済の仕組みなど、より「攻め」のビジネスを学ぶ学科です。

　私は「文武両道」を掲げ、商業の学びと部

活動に打ち込みました。初めて触れる商業

科目では、資格取得や実践を通じ、社会で

役立つ専門知識を習得しました。また、指

定校推薦での進学を目標に、徹底した体調

管理と日々の授業への注力により、高い評

定平均を維持しました。部活動ではバレー

ボール部部長として、組織をまとめる難し

さを乗り越え、精神的に大きく成長しまし

た。粘り強い努力の結果、第一志望合格を

勝ち取りました。

流通経済大学 
共創社会学部　

飯村  茉央
令和７年度
流通ビジネス科卒業生

（総和中） 

　 主な特徴は次の３点です。
❶「売るための工夫」や「マーケティング」が学べる
　　「どうすればこの商品がお客様に買ってもら
えるか？」という商売の面白さを、広告の出し方
やお店の陳列方法などの視点から実践的に学
べます。
❷実践的な授業（商品開発や販売実習）が多い
　　地元の企業と協力して商品開発をしたり、地
域のイベントで実際に商品を仕入れて販売した
りと、座学だけでなく体験型の楽しい授業が多
いのが大きな強みです。
❸コミュニケーション能力とマナーが身につく
　　接客や販売の基礎を徹底的に学ぶため、正し
い敬語、挨拶、電話応対など、社会に出てすぐに
役立つ「対人スキル」と「ビジネスマナー」が鍛え
られます。
　これらの学習活動を通し、「どうすればヒット商
品が生まれるか？」「効率よく届けるには？」を考
える、非常にクリエイティブでダイナミックな学科
です。将来、自分でビジネスを立ち上げたい（起業
したい）と考えている人にとっても、非常に面白い
学びがある場所です。

●ラーメン店との企業連携により、
　商品開発・販売実習　〈流通ビジネス科2年生〉

●古河市イベント「出城ノモリ」参加
　商品開発（さつまいもパン、キャロットパン）と
　販売実習　〈流通ビジネス科３年生〉

会計ビジネス科 「会社のお金を管理するスキル」と「パソコンのスキル」を身につけ、
社会の即戦力になることを目指す学科です。

　私は商業の学びと書道部に魅力を感じ、

古河一高に入学しました。初めての商業科

目では、友人と切磋琢磨しながら全商ビジ

ネス計算実務検定1級等の資格を取得し、

小中学校事務職員という公務員（小中学校

事務職員）になるという夢を叶えました。ま

た、書道部では高い目標を掲げ、書道パ

フォーマンスや県総文入選、全大会での入

賞を果たしました。仲間と全力で挑戦でき

る環境があったからこそ、将来の糧となる

貴重な経験を積むことができました。

茨城県小中学校
事務職員

稲葉  結愛
令和７年度
会計ビジネス科卒業生

（結城中） 

　主な特徴は次の３点です。
❶「簿記（ぼき）」や「情報処理（パソコン）」などの実用的な資格を
たくさん取得できる
　　特に「日商簿記検定」など、社会人になっても役立つ強力な資
格に挑戦できるのが強みです。
❷「事務職」や「経理」での就職にとても強い
　　高校生のうちから即戦力となるスキル（お金の計算やパソコン
操作）を身につけるため、企業の事務職や銀行・信用金庫などへ
の就職に有利です。
❸推薦での「大学進学」も目指せる
　　就職だけでなく、取得した資格や商業科ならではの推薦枠（指
定校推薦や商業科推薦）を使って、大学の経済学部や商学部へ
進学する人もたくさんいます。
　「お金の計算（簿記）」と「パソコン（情報処理）」という、どんな会
社に行っても必ず役立つ2つの武器を手に入れられるのが会計ビジ
ネス科の最大の魅力です。

●現役高校生全経簿記検定
　上級合格

●本校OB公認会計士による授業



鷗

学科編成 KOGA FIRST HIGH SCHOOL
2027 SCHOOL GUIDE

KOGA FIRST HIGH SCHOOL
2027 SCHOOL GUIDE

■普通科カリキュラム

◎各入試への対応
年内入試から一般入試まで、様々な入試方式に対応しています。
年内入試（総合型選抜、学校推薦型選抜）の対策として、総合的な探究
の時間の取り組みに力を入れ、他学年との交流や興味関心が高い分野
の探究活動を行うことで、コミュニケーション能力やプレゼンテーショ
ン能力の向上を目指します。
また、一般入試に対応するため、７限授業や平常課外、長期休業中の課外に取り組んでいます。模擬試
験で入試の予行練習を行い、本番で力を発揮できるようにしていきます。
さらに、2・3年生ではGTEC検定版に取り組み、大学受験の際に活用している先輩方が多くなっていま
す。希望者は学校でSTEP英検を受験することができます。
これらの取り組みを通じて、国公立大学や私立大学など自分の行きたい進路先に進学できるようにし
ていきます。

◎きめ細やかな指導
先生やクラスメイトに質問や相談しやすく、定期
的に２者面談を実施し生徒一人ひとりの悩みに
寄り添って充実した学校生活を送れるようにし
ていきます。また、進路の面でも、各個人に合わ
せたプランを一緒に考え志望校合格を目指して
いきます。

◎基礎学力向上のために
英語、数学では少人数制や習熟度別授業を
行っており、一人ひとりの学力を伸ばすことが
できる環境です。そして、週末課題や朝学習の
時間を通じて、基礎学力の定着や応用力向上
にも各自で取り組めるようにしています。

1年生1年生 将来の多様な進路に対応できる基礎学力を養成する。

3年生3年生 進路実現のため応用力を養う。

2年生2年生 文理選択を通して具体的な目標を設定し、基礎学力を
定着させる。進路実現に向けて対策を行う。

一人ひとりの
可能性と意欲を伸ばす教育   普通科

 

　私はボランティアや文化祭実行委員、部活動での地域フェス

参加などを通じ、積極的に行動する力を養いました。先生方は

進路実現に向けて親身に寄り添ってくださり、日常的に相談で

きる環境があったため、安心して学校生活を送ることができま

した。行事では生徒と先生が一体となって盛り上がる活気があ

り、特に体育祭等の熱気は本校の大きな魅力です。ここで得た

多様な経験と学びを糧に、将来の進路でも精進したいです。

文教大学
人間科学部

山岸  花梨
令和７年度
普通科卒業生

（古河第二中） 

◆看護医療ガイダンス
学年ごとに年２回程度実施し
ており、大学の先生を講師にお
招きし、最新の医療について学
ぶ機会を設けています。また、
志望理由書の書き方や面接に
ついても取り組み、希望する学
校への進学を目指します。

　普通科では、1・2年生が各自の進
路に応じて、異学年交流探究活動を
通じて、グループ毎に活動報告をおこ
なっている。

探 究 活 動

★全国大会出場
【空手道部】
◎第52回全国高等学校空手道大会出場

　女子個人形　男子個人形

◎第45回全国高等学校空手道選抜大会出場

　男子個人形　女子個人形　男子団体形　

【簿記・珠算部】
◎第41回全国高等学校簿記競技大会出場

◎第72回ビジネス計算競技大会出場

【商業研究同好会】
◎第36回全国高等学校情報処理競技大会出場

【写真部】
◎令和７年度全国高等学校総合文化祭

◎美術展覧会　写真展　全国展推薦　

★関東大会出場
【空手道部】
◎第54回関東高等学校空手道大会出場

　男子個人形　女子個人形　男子団体形

　男子団体組手　　　

◎第34回関東高等学校空手道選抜大会出場

　男子個人形　女子個人形　男子団体形　　

【柔道部】
◎第73回関東地区高等学校出場　男子団体　

【写真部】
◎令和7年度関東地区高等学校総合文化祭

◎美術展覧会　写真展　関東展出展　

【水泳部】
◎令和7年度関東高等学校水泳競技大会（競泳）出場

部活動・同好会の主な実績
令和７年度

古河一高は、
部活を頑張る
生徒を応援します。

・吹奏楽部
・簿記珠算部
・書道部
・美術部

・硬式野球部
・サッカー部
・空手道部
・ソフトテニス部
・硬式テニス部
・水泳部

・バレーボール部
・卓球部
・柔道部
・陸上競技部
・バスケットボール部
・バドミントン部

運  動  部
・音芸部
・写真部
・ＪＲＣ部

文  化  部

・商業研究同好会
同  好  会

部活動

充実した進路指導進路実績
令和７年度 大学・短期大学合格者 108名 進路状況（令和７年度合格者延べ人数）

■合格状況

■令和7年度 卒業生進路状況

運動部 文化部
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茨城県立古河第一高等学校
〒306-0012  茨城県古河市旭町二丁目4番5号

TEL.0280‐32‐0434   FAX.0280‐31‐6601
http://www.koga1-h.ibk.ed.jp/ E-mail  ac-koho@koga1-h.ibk.ed.jp

※例年の日程で掲載しております。今年度に関しましては、学校HPよりご確認ください。

桐花祭 クラスマッチ

学校説明会

午前の部・午後の部  合計2部
野木エニスホール8/7㈮ 会 場

※詳細は本校ホームページでお知らせします。

学校公開
文化の日11/3㈫ 本校会 場

学校行事

4月

5月

6月

7月

8月

9月

11月

12月

1月

2月

3月

・入学式　・対面式
・部活動紹介　
・創立記念日

・生徒総会

・クラスマッチ

・野球応援
・三者面談

・学校説明会

・桐花祭・体育祭
・修学旅行
・校外学習

・学校公開
・１００周年記念式典

・生徒会役員選挙
・ロードレース大会
・三者面談

・大学入学共通テスト
・探究発表会

・分野別
進路ガイダンス

・卒業式
・新卒生講話

■出身中学校別生徒数（4月21日現在）
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スクールカラー：薄紫色
校歌の一節「桐の花  薄紫に」より

出典：高校サッカー 第15号（日刊スポーツグラフ）
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　　　　 Koga1


